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軟質ポリウレタンフォームの吸音機構について
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軟質ホ。リウレタンフォームは吸音材料として広く用いられているが、その吸音機構

はfラス繊維、天然繊維や合成繊維で構成される吸音材料と比べてやや特

殊である。本報告では高吸音ホ。リウレタンフォームの開発に資するためにその内部

機構について実験的に明らかにするとともにその性能予測の可能性につ

いて言及するものである。
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1.はじめに

ウレタンフォーム (UF)は原料である炭素・窒素・

酸素の化合物から成るイソシアトトと水酸基を

有するホ。リオール(多価アルコール)の反応によって

得られるウレタン結合を持つホ。リウレタンを構成材

料とし、水を加えることでイソシアトトと反応さ

せこれにより生じ る 炭 酸γスを発泡剤とし

て利用することで化学的に出来上がる発泡

体である。使用するホ。けーlレの種類によって

ホ。リエーテルフォームとホ。りエステル7オームに分けられる。

その構造は四角ないしは六角のセルから成る

14面体が一つの気泡を成すとしてモデル化

されており、その気泡の集合体がウレタン発泡

体である。各りは骨格 (s回 t)と窓 (window)

から構成され窓には通常ミクロンオータやーの薄膜

が生成されているが、一部その膜が破れて

いたり、存在しないものもある。汎用吸音7オ

ームの構造の実例を写真 lに示した。

2.膜 (membranes)要素による吸音

UFの最大の特徴はγラス繊維、天然繊維
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写真 1 ホ。リエーテlげオームの構造の一例

や 合 成 繊 維 で 構 成 さ れ る 繊 維 系 の 吸 音材

料 と 違 い そ の 構 造 体 中 に 無 数 の 薄 膜 が存

在することである。そこでその薄膜がUF

の 音 響 特 性 に ど の よ う に 関 与 し て い るか

実験を行った。

表 1に示した5種類のホ。リエステルフォームとそ

れらの膜を物理的に除去した表2に示す4

種 類 の 試 料 を 実 験 に 用 い た 。 表 中 に 示し

た 1インチ当たりのセル数は気泡の大きさを表


